
令 和 ２ 年
６月26日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請
の
概
要（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
一

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
の
指
定
（
環
境
政
策
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
関
の
指
定
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
施
術
機
関
の
指
定
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
機
関
の
指
定
（
二
件
）
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
の
額
及
び
納
入
義
務
者
に
対
し
て
支
払
を
命
ず
る
額
に
関

す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
こ
ど
も
家
庭
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
が
発
注
す
る
森
林
整
備
工
事
に
係
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並
び
に
資
格
審

査
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
森
林
整
備
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
建
築
指
導
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
二
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
七
月
十
六
日
ま
で
の

間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
山
口
市
環
境
部
環
境
衛
生
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

日
本
赤
十
字
社

住

所

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
一
番
三
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

綜
合
病
院
山
口
赤
十
字
病
院

所
在
地

山
口
市
八
幡
馬
場
五
三
の
一

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

六
八
の
二－

イ

一
、
三
五
〇

（
食
／
日
)
令
和
二
、

七
、
一
七
令
和
二
、

七
、
一
七
令
和
二
、

七
、
一
七
連

続
一
四
時
間
変
動
な
し

六
八
の
二－

ロ（
一
四
基
)

四
・
五

（
㎏
／
回
)
〃

〃

〃

〃

六
時
間
〃

六
八
の
二－

ロ
（
二
基
)

二
〇

（
㎏
／
回
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

四
・
五

（
㎏
／
回
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
八
の
二－

ロ

一
・
二

（
㎥
／
日
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

六

（
㎏
／
回
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
八
の
二－
ハ（
一
二
基
)

一
五

（
人
／
日
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
八
の
二－

ハ
（
二
基
)

五

（
人
／
日
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
八
の
二－

ハ

一
五

（
人
／
日
)
〃

〃

〃

〃

八
時
間
〃

備
考

「
六
八
の
二－
イ
」
、
「
六
八
の
二－

ロ
」
及
び
「
六
八
の
二－

ハ
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
八
号
の
二
の
病
院
で
病
床
数
が
三
〇
〇
以

上
で
あ
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
、
洗
浄
施
設
及
び
入
浴
施
設
を
い
う
。一
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

六
八
の
二－
イ

七

五
・
八

～

八
・
六

二
〇
〇

四
五
〇

一
〇
〇

一
八
〇

七

一
五

三

六

〇
・
一

〇
・
二

六
八
の
二－

ロ

（
一
四
基
)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
・
四

二
・
八

六
八
の
二－

ロ

（
二
基
)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〇
・
二

〇
・
四

〃

〃

〃

三
〇

五
〇

三
〇

六
〇

二

五

〇
・
五

一

〃

〃

六
八
の
二－

ロ

〃

〃

二
〇
〇

四
五
〇

一
〇
〇

一
八
〇

七

一
五

三

六

一
・
二

一
・
二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〇
・
一

〇
・
二

六
八
の
二－

ハ

（
一
二
基
)

〃

〃

三
〇

五
〇

三
〇

六
〇

二

五

〇
・
五

一

二
・
四

三
・
六

六
八
の
二－

ハ

（
二
基
)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〇
・
四

〇
・
六

六
八
の
二－

ハ

〃

〃

二
〇
〇

四
五
〇

一
〇
〇

一
八
〇

七

一
五

三

六

〇
・
二

〇
・
三

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

大
腸
菌
群
数

(個
／
㎤
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

七
・
一

五
・
八

～

八
・
六

一
・
三

一
・
三

三
八

三
八
検
出
せ
ず

五
・
八

五
・
八

〇
・
二
二

〇
・
二
二
一
、
二
〇
九
・
五
一
、
二
〇
九
・
五

No．2

排

水

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

二
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害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

周
南
市
開
成
町
四
五
五
五
の
四
六
の
一
部
及
び
四
五
六
〇
の
一
部

二

特
定
有
害
物
質
の
種
類

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
四
塩
化
炭
素
、
一
・
二－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
一
・
二－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・
三－

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
水
銀

及
び
そ
の
化
合
物
、
一
・
一
・
一－
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一
・
二－

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ベ
ン
ゼ
ン
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
五
十
八
条
第
五
項
第
十

号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
規
定
へ
の
該
当

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
第
五
項
第
十
二
号
に
該
当
す
る
。

山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

川
下
整
形
外
科

岩
国
市
車
町
一
丁
目
一
三
番
一
九
号

令
和
二
、

四
、
三
〇

ノ
ゾ
ミ
薬
局

下
松
市
望
町
二
丁
目
四
番
八
号

〃

〃

〃

し
ら
か
べ
薬
局

柳
井
市
伊
保
庄
九
五

〃

五
、

一

有
限
会
社
お
く
だ
薬
局

熊
毛
郡
平
生
町
大
字
大
野
北
二
九

〃

四
、
三
〇

山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の

た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

こ
ぐ
ま
診
療
所

山
口
市
大
内
中
央
二
丁
目
五
番
一
五
号

令
和
二
、

六
、

一

川
下
整
形
外
科

岩
国
市
車
町
一
丁
目
一
三
番
一
九
号

〃

五
、

〃

ふ
た
ば
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
口
市
嘉
川
四
三
二
八
の
一

〃

六
、

〃

ノ
ゾ
ミ
薬
局

下
松
市
望
町
二
丁
目
四
番
八
号

〃

五
、

〃

し
ら
か
べ
薬
局

柳
井
市
伊
保
庄
五
六
二
の
一

〃

〃

二

山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療

扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

施
術
者
の

氏
名

施

術

所

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

綾
田

武
人

東
萩
針
灸
整
骨
院

萩
市
大
字
土
原
三
七
〇
の
七
二

令
和
二
、

六
、

三

山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

居
宅
介
護
事
業
者

居
宅
介
護
事
業
所

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

山
﨑

哲
朗

宇
部
市
大
字
船

木
九
七
九

山
﨑
歯
科
医
院

宇
部
市
大
字
船

木
九
七
九

居
宅
療

養
管
理

指
導

令
和
二
、五
、

一

三
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山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

介
護
予
防
事
業
者

介
護
予
防
事
業
所

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

山
﨑

哲
朗

宇
部
市
大
字
船

木
九
七
九

山
﨑
歯
科
医
院

宇
部
市
大
字
船

木
九
七
九

介
護
予

防
居
宅

療
養
管

理
指
導

令
和
二
、五
、

一

山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
の
額
及
び
納
入
義
務
者
に
対
し
て
支
払
を
命
ず
る
額
に

関
す
る
告
示
（
昭
和
六
十
三
年
山
口
県
告
示
第
五
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和

元
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
元
年
七
月
一
日
に
お
い
て
現
に
児
童
福
祉
施
設
（
障
害
児
入
所
施
設
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

に
措
置
さ
れ
、
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
里
親
に
委
託
さ
れ
た
児
童

等
、
助
産
施
設
に
入
所
し
た
妊
産
婦
並
び
に
母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
た
保
護
者
及
び
児
童
に
係

る
扶
養
義
務
者
並
び
に
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
係
る
児
童
等
か
ら
徴
収
す
る
費
用
（
以
下
「
徴

収
金
」
と
い
う
。
）
の
額
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
施
設
に
措
置
さ
れ
、
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養

育
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
里
親
に
委
託
さ
れ
た
児
童
等
、
助
産
施
設
に
入
所
し
た
妊
産
婦
、
母
子
生

活
支
援
施
設
に
入
所
し
た
保
護
者
及
び
児
童
並
び
に
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
係
る
児
童
等
（
以

下
「
措
置
児
童
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
の
額

及
び
納
入
義
務
者
に
対
し
て
支
払
を
命
ず
る
額
に
関
す
る
告
示
別
表
第
一
に
定
め
る
額
が
当
該
措
置
児

童
等
に
係
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
の
額
及
び
納
入
義
務
者
に
対
し
て

支
払
を
命
ず
る
額
に
関
す
る
告
示
別
表
第
一
に
定
め
る
額
（
以
下
「
旧
徴
収
金
額
」
と
い
う
。
）
を
超

え
る
と
き
は
、
当
該
措
置
児
童
等
に
対
す
る
措
置
等
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
旧
徴
収
金
額
を
も
っ

て
徴
収
金
の
額
と
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

別
表
第
一
の
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
⚑各
月
初
日
の
措
置
児
童
等
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
区
分

金
額

入
所
施
設
、
小
規

模
住
居
型
児
童
養

育
事
業
及
び
里
親

母
子
生
活
支
援
施

設
及
び
児
童
自
立

生
活
援
助
事
業

Ａ

生
活
保
護
法
（
昭
和
25年

法
律
第
144号

）
に
よ
る
被
保
護

世
帯
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に

永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
６
年
法
律
第
30号
）
に
よ
る

支
援
給
付
の
受
給
世
帯

円0

円0

Ｂ
Ａ
の
階
層
を
除
き
、
当
該
年
度
分
（
４
月
分
か
ら
６
月
分
ま

で
の
徴
収
金
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
。
以
下
こ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

2,200
1,100

Ｃ
Ａ
の
階
層
を
除
き
、
当
該
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
課
税
世

帯
で
あ
つ
て
、
そ
の
市
町
村
民
税
の
額
が
均
等
割
の
額
の
み

の
も
の

4,500
2,200

Ｄ
⚑
Ａ
及
び
Ｃ
の
階
層

を
除
き
、
当
該
年

度
分
の
市
町
村
民

税
の
課
税
世
帯
で

あ
つ
て
、
そ
の
市

町
村
民
税
の
所
得

割
の
額
が
次
の
区

分
に
該
当
す
る
も

の

9,000円
以
下

6,600
3,300

Ｄ
⚒

9,001円
か
ら

27,000円
ま
で

9,000
4,500

Ｄ
⚓

27,001円
か
ら

57,000円
ま
で

13,500
6,700

Ｄ
⚔

57,001円
か
ら

93,000円
ま
で

18,700
9,300

Ｄ
⚕

93,001円
か
ら
177,300円

ま
で

29,000
14,500

Ｄ
⚖

177,301円
か
ら
258,100円

ま
で

41,200
20,600

Ｄ
⚗

258,101円
か
ら
348,100円

ま
で

54,200
27,100

Ｄ
⚘

348,101円
か
ら
456,100円

ま
で

68,700
34,300

Ｄ
⚙

456,101円
か
ら
583,200円

ま
で

85,000
42,500

Ｄ
10

583,201円
か
ら
704,000円

ま
で

102,900
51,400

Ｄ
11

704,001円
か
ら
852,000円

ま
で

122,500
61,200

Ｄ
12

852,001円
か
ら
1,044,000円

ま
で

143,800
71,900

Ｄ
13

1,044,001円
か
ら
1,225,500円

ま
で

166,600
83,300

Ｄ
14

1,225,501円
か
ら
1,426,500円

ま
で

191,200
95,600

Ｄ
15

1,426,501円
以
上

そ
の
月
に
お
け
る
そ
の
措
置
児
童
等
に

つ
い
て
支
弁
し
た
費
用
の
額

四
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別
表
第
一
の
備
考
１
中
「Ｃ

⚑

」
を
「Ｃ

」
に
、
「Ｃ

⚒

」
を
「Ｄ

⚑
か
ら
Ｄ
15ま
で

」
に
改
め
、
同

備
考
⚒
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
地
方
税
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

⑴
措
置
児
童
等
又
は
そ
の
措
置
児
童
等
の
属
す
る
世
帯
の
扶
養
義
務
者
が
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和

22年
法
律
第
67号

）
第
252条

の
19第

１
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
み
な

す
。

⑵
地
方
税
法
第
292条

第
１
項
第
11号

イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い

な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ
に

該
当
す
る
者
又
は
同
法
第
292条

第
１
項
第
12号

中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を

し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同

号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
次
の
ア
又
は
イ
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

ア
地
方
税
法
第
295条

第
１
項
（
第
２
号
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
民
税

が
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
者
で
あ
る
場
合
は
、
所
得
割
の
額
は
零
と
す
る
。

イ
ア
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
は
、
地
方
税
法
第
314条

の
２
第
１
項
第
８
号
に
規
定
す
る

額
（
同
条
第
３
項
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に
同
法
第
314条

の
３
第
１
項

に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
。

別
表
第
一
の
備
考
⚘
中
「第

⚖
条
の
⚒

」
を
「第
⚖
条
の
⚒
の
⚒

」
に
、
「⚘

に

」
を
「⚗

に

」

に
、
「Ｄ

14

」
を
「Ｄ

15

」
に
、
「同

条
第
⚒
項
第
⚑
号
た
だ
し
書

」
を
「同

法
第
24条

の
20第

⚒
項

第
⚑
号

」
に
、
「障

害
児
施
設
給
付
費

」
を
「障
害
児
入
所
給
付
費

」
に
、
「第

25条
の
⚒
第
⚑
号
ハ

か
ら
ホ
ま
で
並
び
に
同
条
第
⚒
号
ロ
及
び
ハ

」
を
「第

25条
第
⚓
号
か
ら
第
⚕
号
ま
で

」
に
改
め
、
同

備
考
⚙
中
「Ｃ

⚑
及
び
Ｃ
⚒

」
を
「Ｃ

」
に
、
「Ｄ

⚑
の
階
層
（
前
年
分
の
所
得
税
の
額
が
8,400円

」

を
「Ｄ

の
階
層
（
所
得
割
の
額
が
19,000円

」
に
改
め
、
同
備
考
10
中
「Ｃ

⚑
及
び
Ｃ
⚒
の
階
層
並
び

に
Ｄ
⚑
か
ら
Ｄ
⚓
ま
で
の
階
層
（
前
年
分
の
所
得
税
の
額
が
60,000円

」
を
「Ｃ

の
階
層
及
び
Ｄ
⚑
か

ら
Ｄ
⚔
ま
で
の
階
層
（
所
得
割
の
額
が
81,000円

」
に
、
「Ｄ

⚓
か
ら
Ｄ
13ま
で
の
階
層
（
前
年
分
の

所
得
税
の
額
が
60,000円

」
を
「Ｄ

⚔
か
ら
Ｄ
14ま
で
の
階
層
（
所
得
割
の
額
が
81,000円

」
に
、

「Ｄ
14

」
を
「Ｄ
15

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
備
考
⚑
中
「こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
備
考
⚑
中
「
Ｃ
⚑
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
」
と
、

「
Ｃ
⚒
」
と
あ
る
の
は
「
Ｄ
⚑
か
ら
Ｄ
15ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
を
削
り
、
同
備
考

⚒
の
⑵
中
「（

昭
和
22年
法
律
第
67号
）

」
を
削
る
。

別
表
第
三
の
備
考
⚑
中
「及

び
⚒

」
を
削
り
、
「備

考
⚒
中
「
Ｄ
14」
と
あ
る
の
は
「
Ｄ
19

」
を

「備
考
⚑
中
「
Ｃ
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
⚑
」
と
、
「
Ｄ
⚑
か
ら
Ｄ
15ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
⚒

」
に
改

め
、
同
備
考
中
⚓
を
⚔
と
し
、
⚒
を
⚓
と
し
、
⚑
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
こ
の
表
の
Ｄ
⚑
か
ら
Ｄ
19ま
で
の
階
層
に
お
け
る
「
所
得
税
の
額
」
と
は
、
所
得
税
法
（
昭
和
40年

法
律
第

33号
）
（
年
齢
19歳

未
満
の
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
22年

法
律
第
６
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
）
、
租
税
特
別
措
置
法

（
昭
和
32年

法
律
第
26号

）
及
び
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

22年
法
律
第
175号

）
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
所
得
税
の
額
を
基
礎
と
し
て
、
別
に
定
め
る
算
式
に
よ
り

算
定
し
た
額
を
い
う
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
規
定
は
、
適
用

し
な
い
も
の
と
す
る
。

⑴
所
得
税
法
第
78条
第
２
項
第
１
号
、
第
92条
第
１
項
及
び
第
95条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で

⑵
租
税
特
別
措
置
法
第
41条

第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
、
第
41条

の
２
、
第
41条

の
３
の
２
第
４
項
及
び
第

５
項
、
第
41条
の
19の
２
第
１
項
並
び
に
第
41条
の
19の
３
第
１
項

⑶
租
税
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
10年
法
律
第
23号
）
附
則
第
12条

別
表
第
四
の
備
考
⚑
中
「別

表
第
⚑

」
を
「別

表
第
⚓

」
に
、
「Ｄ

14

」
を
「Ｄ

19

」
に
改
め
る
。

山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号

県
が
発
注
す
る
森
林
整
備
工
事
に
係
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並
び
に
資
格

審
査
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
二
年
山
口
県
告
示
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

二
の
㈠
の
⚓
中
「
及
び
第
八
号
の
二
」
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
注
⚔
中
「及

び
第
⚘
号
の
⚒

」
を
削
る
。

公

告

（
一
五
〇
）
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
開
発
行
為
に

関
す
る
工
事
の
完
了
を
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
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下
松
市
大
字
末
武
上
字
東
蓼
原

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

光
市
島
田
二
丁
目
二
三
番
一
〇
号

株
式
会
社
フ
ァ
ノ
ス

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事
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